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が
ど
れ
程
信
用
し
得
る
も
の
か
|
|
華
陽
園
志
の
記
事
が
全
面
的
に
信
用
で
き

ぬ
こ
と
も
勿
論
で
あ
る
が
|
|
考
察
が
欲
し
か
っ

た
。
そ
の
他
水
経
注
や
山
海

経
の
利
用
に
あ
た
っ
て
も
、
文
献
皐
的
な
庭
理
が
あ
れ
ば
と
感
ぜ
ら
れ
る
。

著
者
は
叉
地
下
遺
物
で
文
献
史
料
を
補
い
、
さ
ら
に
そ
れ
で
も
足
り
ぬ
所

を
、
マ
ル
ク
ス
や
ス
タ
ー
リ
ン
或
い
は
毛
津
東
の
言
葉
を
引
用
し
て
埋
め
よ
う

と
す
る
。
こ
れ
も
十
分
考
え
ら
れ
る
所
で
は
あ
る
が
、
却
っ
て
本
書
一を
図
式
的

な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
惜
し
ま
れ
る
。
既
成
の
理
論
に
よ
り
か
か
り

す
ぎ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
を
敢
て
文
字
通
り
の
笠
間
判
の
歎
と
し
て
筆
を

措
く
。

一
九
七
九
年
四
月
四
川
人
民
出
版
社

A
5
剣

一

七

七

頁

圏

版

八

頁

古

代
巴
萄
示
意
図
一
葉

池

田

温

著

中
園
古
代
籍
帳
研
究
|1
概
観
・
銭
文
|

|繭

波

護

あ
る
園
の
あ
る
時
代
の
祉
曾
経
済
史
研
究
の
進
展
は
、
関
連
文
書
・
資
料
を

網
羅
し
た
信
頼
す
る
に
足
る
史
料
集
の
編
纂
・
刊
行
が
な
さ
れ
て
き
た
か
否
か

に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
唐
代
中
園
の
祉
曾
経
済
史
研
究
の
場
合
、
こ

の
よ
う
な
史
料
集
の
編
纂
・
刊
行
は
、
中
園
祉
禽
史
論
戦
を
へ
た
一
九
三

0
年

代
半
ぽ
に
な
っ
て
、
陶
希
聖
氏
の
主
導
の
も
と
に
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

陶
氏
主
編
の
「
食
貨
牢
月
刊
」
が
上
海
の
新
生
命
書
局
か
ら
創
刊
さ
れ
た
の
は

一
九
一
一
一
四
年
十
二
月
、
す
な
わ
ち
本
誌
「
東
洋
史
研
究
」
の
創
刊
に
先
立
つ
こ

と
僅
か
十
箇
月
の
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
と
並
行
し
て
落
大
な
『
中
園
経
済
史
料

叢
編
』
の
編
纂
・
刊
行
が
計
宣
さ
れ
、
ま
ず
「
唐
代
健闘
」
か
ら
寅
行
に
移
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
『
中
園
経
済
史
料
叢
編
』
が
時
代
順
に
よ
ら
ず
に
、

ま
ず
「
唐
代
篇
」
か
ら
着
手
さ
れ
た
の
は
、
編
纂
者
の
人
数
が
限
ら
れ
て
い

て
、
金
時
代
を
同
時
進
行
す
る
の
は
不
可
能
だ
っ
た
し
、
最
初
の
試
験
的
な
成

果
を
翠
げ
る
に
は
、
現
在
に
残
さ
れ
た
経
済
史
料
の
分
量
が
、
そ
れ
以
前
の
に

比
べ
て
塑
富
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
に
比
べ
る
と
少
な
い
唐
代
を
選
ぶ
の
が
遺

骨
目
だ
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

陶
希
聖
氏
ら
を
主
導
者
と
し
、
鞠
清
遠
・
武
仙
卿
氏
ら
を
輯
録
者
と
す
る
、

こ
の
『
唐
代
経
済
史
料
叢
編
』
は
全
部
で
八
冊
か
ら
な
り
、
そ
の
構
成
は
(
一
)

土
地
法
令
、
つ
一
)
土
地
問
題
、
会
一
)
寺
院
経
済
、
(
四
〉
唐
代
之
交
通
、
(
五
)

唐
代
之
都
市
、
(
六
)
工
商
業
輿
貨
幣
、
(
七
)
動
盤
中
的
唐
代
経
済
、
〈
八
〉
財

政
制
度
、
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
『
土
地
問
題
』
『
寺
院
経
済
』
『
唐
代

之
交
通
』
の
一
一
一
冊
が
出
版
さ
れ
た
段
階
で
、
不
幸
に
も
日
華
事
獲
が
勃
裂
し
、

残
り
の
五
冊
は
残
念
な
が
ら
陽
の
目
を
み
ず
に
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
本
誌
第
二
巻
第
六
時
肌
(
昭
和
十
二
年
八
月
)
に
は
、
さ
っ
そ
く
『
唐
代

之
交
通
』
が
森
鹿
三
氏
に
よ
り
、
『
土
地
問
題
』
が
字
都
宮
清
士
口
氏
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
批
評

・
紹
介
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
『
寺
院
経
済
』
は
紹
介
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
こ
の
機
舎
に
、
い
さ
さ
か
脇
道
に
そ
れ
る
が
、
一
九
七
四
年
に
獲
北
の
食

貨
出
版
社
か
ら
復
刊
さ
れ
た
こ
れ
ら
三
冊
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

「
食
貨
史
皐
叢
書
」
の
一

・
と
し
て
出
版
さ
れ
た

B
6
剣
の
『
唐
代
寺
院
経

済
』
は
、
扉
裏
に
み
与
え
る
「
本
書
編
校
愛
行
経
過
」
に
「
一
、
中
華
民
園
二

十
五
年
至
二
十
六
年
園
立
北
京
大
皐
法
師
学
院
中
園
経
済
史
研
究
室
編
輯

二
、
中
華
民
園
二
十
六
年
五
月
園
立
北
京
大
皐
出
版
部
印
刷
袋
訂
因
七
七
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事
襲
来
得
愛
行
三
、
中
華
民
園
六
十
三
年
一
月
原
主
編
入
陶
希
聖
重
校

畢
由
食
貨
出
版
社
印
行
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
組
み
の
活
字
版
で
あ
り
、

A

5
判
の
『
唐
代
土
地
問
題
』
と

『唐
代
之
交
通
』
の
爾
書
は
、
扉
裏
に
「
中

華
民
園
二
十
五
年
至
二
十
六
年
園
立
北
京
大
準
法
翠
院
中
園
経
済
研
究
室

縄
中
華
民
園
二
十
六
年
六
月
園
立
北
京
大
星
出
版
組
印
未
設
行

中
華
民
図
六
十
三
年
四
月
食
貨
出
版
社
複
印
夜
行
」
と
霊
園か
れ
て
い
る
通

り
、
影
印
版
で
あ
る
。
出
版
直
後
に
本
誌
上
で
批
評
・
紹
介
さ
れ
た
『
土
地

問
題
』
と
『
唐
代
之
交
通
』
が
寅
は
未
夜
行
だ
っ
た
と
す
る
今
衣
の
出
版
設

明
は
解
し
が
た
い
が
、
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
雨
書
が
、
原
著
の
ほ
ぼ
忠

貨
な
影
印
版
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
活
字
版
の
『
唐
代
寺

院
経
機
』
の
場
合
は
、
今
衣
の
出
版
説
明
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
今
で
は
稀
観
本
の
部
に
属
す
る
原
箸
の
本
文
は
一
占
ハ

O
頁
か
ら
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
次
の
復
刊
の
底
本
に
さ
れ
た
原
本
で
は
二
二
五
頁
以
下
の
、

唐
の
武
宗
と
後
周
の
世
宗
に
よ
る
纏
悌
関
係
の
史
料
を
網
羅
し
た
部
分
が
ち

ぎ
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
す
る
と
目
次
と
も
合
わ
な
い
の
で
影
印

版
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
ず
、
二
二
四
頁
ま
で
の
部
分
を
新
た
に
組
み
直
し

た
活
字
版
と
し
て
出
版
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
推
察
さ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
、
原
著
に
挿
入
さ
れ
た
「
麿
長
安
寺
観
一
覧
園
」

や
「
皇
唐
崇
岳
少
林
寺
碑
」
の
拓
本
篤
員
な
ど
の
圃
版
十
二
枚
も
ま
っ
た
く

復
元
さ
れ
ず
、
原
著
の
面
白
を
大
い
に
失
な
わ
せ
る
結
果
を
招
い
て
し
ま
っ

て
い
る
J

陶
希
聖
氏
ら
に
よ
っ
て
計
査
さ
れ
た
『
中
園
経
済
史
料
叢
編
』
唐
代
篇
八
冊

の
な
か
に
、
蛍
時
す
で
に
唐
代
の
祉
曾
経
済
史
研
究
に
利
用
さ
れ
始
め
て
い

た
、
敦
爆
出
土
の
戸
籍
の
類
を
集
録
す
る
珊
が
含
ま
れ
て
い
ず
、
既
刊
の
各
冊

に
も
部
分
的
な
移
録
さ
え
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま

ぃ
。
貨
は
、
陶
希
聖
氏
ら
は
、
こ
れ
ら
の
戸
籍
の
類
の
重
要
性
を
無
視
な
い
し

軽
視
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
、
外
園
の
探
検
隊
に
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
の
園
に
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
直
接
に
整
理
す
る
こ
と
が
不
可
能

で
あ
っ
た
営
時
の
貧
状
に
鑑
み
、
戸
籍
に
関
す
る
完
壁
な
史
料
集
の
編
集
を
諦

め
、
そ
の
代
り
に
「
食
貨
半
月
刊
」
の
第
四
巻
第
五
期
専
刊
(
一
九
三
六
年
八

月
〉
に
「
唐
戸
籍
簿
叢
綿
」
を
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
枚
録
さ
れ

た
の
は
績
か
に
二

O
黙
で
、
そ
の
内
容
は
那
波
利
貞
「
正
史
に
記
載
せ
ら
れ
た

る
大
唐
天
費
時
代
の
戸
数
と
口
敏
と
の
関
係
に
就
き
て
」
(
歴
史
と
地
理
、
三

三
編
、
一
九
三
四
年
)
な
ど
で
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
も
の
の
鶴
引
に
す
ぎ

な
か
っ
た
が
、
籍
帳
原
文
の
食
録
の
最
初
の
試
み
と
し
て
、
評
債
さ
れ
る
べ
き

特
集
曲
目
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
唐
戸
籍
簿
叢
輯
」
の
夜
行
後
、
ち
ょ
う
ど
四

半
世
紀
を
経
過
し
た
一
九
六
一
年
に
、
中
園
科
皐
院
歴
史
研
究
資
料
室
編
『
敦

爆
資
料
第
一
輯
』
が
、
北
京
の
中
華
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
、
翌
々
年
、
わ
が
園

で
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
中
園
科
皐
院
圃
書
館
や
北
京
国
書
館

に
蒐
め
ら
れ
た
敦
煙
文
書
の
骨
局
員
や
マ
イ
ク
ロ
に
主
と
し
て
頼
っ
て
戸
籍
類
と

契
約
文
書
が
二
百
徐
粘
'
集
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
録
文
や
内
容
比
定
に
不
備

課
院
が
め
だ
ち
、
研
究
者
が
安
心
し
て
依
援
で
き
な
い
出
来
栄
え
な
の
で
あ
っ

た
。
従
前
か
ら
戸
籍
・
計
帳
を
中
心
と
す
る
敦
煙
・
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
古
文
書

の
蒐
集
・
移
録
に
鋭
意
努
め
て
こ
ら
れ
た
池
田
温
氏
は
、
本
書
が
出
版
さ
れ
る

や
、
紹
介
を
品
兼
ね
て
、
綿
密
な
補
訂
の
文
章
を
「
東
洋
皐
報
」
四
六
径
一
践
に

褒
表
さ
れ
た
。
こ
の
時
す
で
に
池
田
氏
は
、
唐
代
を
中
心
と
す
る
現
存
の
戸
籍

.
計
帳
の
類
を
自
ら
の
手
で
編
集
・
刊
行
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
お
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
一
九
六
九
年
夏
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
皐
シ
ド
ニ
ー
"
サ
セ

ッ
ク
ス

・

カ
レ
ッ
ジ
の
唐
史
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
に
出
席
し
た
機
禽
を
利
用
し
て
、
ロ
ン
ド

ン
と
パ
リ
所
在
の
文
書
原
本
を
丁
寧
に
寅
見
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
同
コ
ン
フ
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ァ
ラ
ン
ス
に
出
席
の
た
め
先
着
し
て
い
た
筆
者
が
、
卜
ウ
ィ
チ
ェ
ッ
ト
数
授
の

車
に
同
乗
し
て
池
田
氏
を
ヒ
|
ス
ロ

l
空
港
に
出
迎
え
た
際
、
稿
本
・
ノ
l
ト

類
を
満
載
さ
れ
た
別
迭
の
大
型
ト
ラ
ン
ク
が
行
方
不
明
で
、
か
な
り
の
時
間
、

空
港
内
の
あ
ち
こ
ち
を
尋
ね
歩
い
た
の
も
、
今
は
懐
し
い
想
い
出
と
な
っ
た
。

筆
者
ら
が
や
き
も
き
し
て
い
る
の
に
、
御
嘗
人
が
泰
然
と
し
て
お
ら
れ
た
の
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
日
か
ら
一
箇
月
徐
、
同
じ
下
宿
で
媛
食
を
と
も
に

し
、
史
料
蒐
集
に
か
け
る
氏
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
情
熱
を
身
近
か
に
感
じ
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
餓
園
後
、
池
田
氏
は
、
東
洋
文
庫
所
蔵
潟
員
を
活
用
し
、
さ
ら

に
原
本
閲
覧
の
知
見
を
も
く
わ
え
て
、
首
時
し
ら
れ
る
か
ぎ
り
の
籍
帳
原
文
を

ま
と
め
て
移
録
し
た
「
中
園
古
代
籍
帳
集
録
」
(
北
海
道
大
皐
文
皐
部
紀
要
、

十
九
ノ
四
、
一
九
七
一
年
〉
を
設
表
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
「
敦
旧
居籍
帳
」
日

黙
、
「
西
州
籍
帳
」
品
開
黙
、
「
差
科
簿
」

4
貼
が
3
黙
の
附
録
と
と
も
に
集
録

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
籍
帳
集
録
」
が
褒
表
さ
れ
る
や
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
皐
の

楊
聯
殴
氏
が
裏
北
の
「
食
貨
月
刊
」
復
刊
第
二
を
第
一
期
に
批
評
紹
介
し
、
文

書
の
目
次
の
全
文
を
師
開
戦
さ
れ
た
。
ま
さ
に
園
際
的
な
関
心
を
よ
び
起
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
た
び
東
京
大
摩
東
洋
文
化
研
究
所
報
告
、
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
別

冊
と
し
て
出
版
さ
れ
、
東
京
大
同
学
出
版
舎
か
ら
市
販
さ
れ
も
し
た
本
書

『中

園
古
代
籍
帳
研
究
1
|
概
観
・
録
文
|
|
』
は
、
前
記
の
「
中
園
古
代
籍
帳
集

録
」
の
改
訂
増
補
版
と
し
て
の
色
彩
を
濃
厚
に
も
つ
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か

し
、
さ
き
の
「
絡
帳
集
録
」
が
A
5
判
二
二

O
頁
分
に
到
し
て
、
今
回
の

『
籍

帳
研
究
』
が
A
4
判
で
約
六
七

O
頁
、
お
お
よ
そ
六
倍
の
分
量
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
単
な
る
改
訂
増
補
版
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
『
籍

帳
研
究
』
刊
行
の
意
図
を
確
か
め
る
に
は
、
や
や
長
文
に
亙
る
け
れ
ど
も
、
本

書
の
「
序
」
の
一
部
を
鱒
載
す
る
の
が
最
も
適
賞
で
あ
ろ
う
。

今
世
紀
に
中
圏
西
隆
の
敦
爆
や
吐
魯
番
か
ら
夜
見
さ
れ
た
文
書
資
料
が
、
中

園
史
研
究
に
も
た
ら
す
劃
期
的
寄
奥
は
現
在
で
は
皐
界
周
知
の
所
で
あ
り
、

殊
に
戸
口
・
公
課
・
国
土
に
関
す
る
各
戸
の
記
事
を
含
む
籍
帳
類
は
、
最
も

直
接
に
嘗
代
人
民
の
寅
態
と
支
配
の
志
向
を
物
語
る
根
本
資
料
と
な
る
。
さ

れ
ば
、
こ
の
半
世
紀
に
お
け
る
唐
前
期
を
中
心
と
す
る
時
期
の
公
課
制
・
兵

制
・
田
制
を
は
じ
め
、

法
制
・
祉
曾
経
済
史
的
研
究
の
展
開
は
、
新
設
見
籍

帳
類
の
分
析
利
用
に
ま
つ
所
頗
る
大
き
か
っ
た
。

し
か
し
敦
煙

・
吐
魯
番
文
書
が
帝
園
主
義
列
強
諸
探
検
隊
に
よ
り
各
園
に

持
出
さ
れ
、
遠
く
離
れ
た
数
箇
所
に
分
蔵
さ
れ
整
理
編
目
も
進
ま
ぬ
欣
態
に

お
か
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
活
用
を
級
十
年
閲
に
わ
た
り
少
な
か
ら
ず
妨
げ
て

き
た
黙
も
否
定
し
得
な
い
。
さ
い
わ
い
二
十
年
来
の
マ
イ
ク
ロ
の
普
及
に
よ

り
こ
れ
ら
文
書
資
料
の
研
究
篠
件
は
格
段
の
改
善
を
見
、
こ
と
に
日
本
の
先

壊
の
努
力
に
よ
り
籍
帳
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
そ
の
全
貌
に
見
通
し
を
つ
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
同
時
に
中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
考
古
笈

掘
、
研
究
が
め
ざ
ま
し
い
進
展
を
み
せ
、
開
制
園
秦
漢
の
竹
木
簡
や
六
朝
階
唐
の

文
書
の
新
資
料
が
績
々
夜
見
さ
れ
、
秦
漢
の
籍
帳
ゃ
、
高
昌
園
か
ら
唐
代
に
か

け
て
の
吐
魯
番
地
域
の
籍
帳
資
料
が
者
増
し
て
き
た
。
今
後
同
種
の
材
料
が

更
に
多
く
設
掘
さ
れ
る
こ
と
が
充
分
期
待
さ
れ
、
近
い
将
来
文
書
類
等
一
次

史
料
に
よ
る
研
究
の
深
化
が
貸
現
す
る
こ
と
は
殆
ど
疑
い
の
紳跡
地
が
な
い
。

そ
こ
で
従
来
の
諸
研
究
の
成
果
を
と
り
ま
と
め
、
中
園
古
代
籍
帳
の
統
制
酬

を
試
み
る
こ
と
と
、
現
段
階
で
可
能
な
限
り
籍
帳
資
料
を
奨
録
し
賢
汎
な
研

究
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
、
皐
界
に
課
さ
れ
た
嘗
面
の
任
務
で
は
な
か

ろ
う
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

目
下
の
所
で
は
現
存
籍
帳
資
料
は
確
か
に
量
的
質
的
に
甚
だ
限
ら
れ
た
も

-194ー



の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
日
本
の
正
倉
院
文
書
中
の
籍
帳
に
比
し
て
も
そ
の
債

値
に
格
段
の
差
の
あ
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。
け
れ
ど
も
俸
存
文
献
の
塑

富
き
に
比
し
中
園
の

一
次
史
料
の
決
定
的
乏
し
さ
は
、
僅
少
な
遺
存
文
書
の

歴
史
研
究
に
占
め
る
相
封
的
重
要
性
を
著
し
く
高
い
も
の
と
す
る
。
そ
し
て

い
わ
ば
社
曾
の
細
胞
を
な
す
個
々
の
家
を
具
種
的
に
記
録
す
る
戸
籍
の
有
用

性
は
、
文
書
資
料
中
で
も
抜
群
で
あ
る
。
同
時
に
籍
帳
も
、
同
時
代
の
他
の

諸
文
書
と
関
連
さ
せ
て
は
じ
め
て
分
析
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
面
が

少
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
敦
煙
・
吐
魯
番
文
書
は
、
文
書
群
と
し
て
包
括

的
に
整
理
研
究
が
進
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
本
書
は
そ
の
た
め
の
第
一

歩
と
し
て
、
戸
籍
・
計
帳
・
差
科
簿
の
ほ
か
、
戸
口
・
公
課
・
国
土
に
関
連

す
る
諸
問
題
の
理
解
に
有
盆
な
官
文
書
・
寺
院
文
書
を
牧
録
す
る
と
と
も

に
、
帳
簿
類
の
震
逮
を
伺
う
に
参
考
と
な
る
文
書
の
若
干
を
併
せ
集
録
し

た。
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こ
の
序
文
か
ら
明
瞭
に
伺
が
え
る
よ
う
に
、
本
書
で
は
、
ま
ず
中
園
古
代
籍

帳
の

ω概
観
が
な
さ
れ
、
つ
ぎ
に
前
者
「
中
園
古
代
籍
帳
集
録
」
編
集
後
に
新

た
に
設
見
さ
れ
た
り
公
表
さ
れ
た
籍
娠
を
も
網
羅
し
た

ω籍
帳
録
文
が
提
供
さ

れ
る
と
と
も
に
、
戸
口
・
公
課
・
国
土
に
関
連
す
る
官
文
書
や
寺
院
文
書
な
ど

の
大
量
の
帥
諸
種
文
書
録
文
が
移
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
移
録
に
嘗
つ
て

は
、
先
人
に
よ
る
移
録
の
際
の
誤
記
が
正
さ
れ
た
上
、
そ
の
旨
が
注
記
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
、
一
一
六
黙
に
及
ぶ
文
書
潟
県
が
挿
固
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い

る
の
が
特
筆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一一一一

O
頁
に
垂
ん
と
す
る
「
概
観
」
は
、
序
章
〈
一
中
園
史
の
特
質
と
籍

帳
、
二
古
代
籍
帳
の
設
見
と
研
究
〉
、
第
一
章
古
代
籍
帳
制
度
の
形
成
(
一

籍
帳
の
源
流
、

二

戦
闘
・
秦
代
の
戸
籍
、
三
漢
代
の
簿
籍
〉
、
第
二
章

古
代
籍
帳
制
度
の
嬰
質
〈
一
致
菅
南
朝
の
戸
籍
、
二
十
六
図
時
代
の
戸
籍
、

三
北
朝
時
代
の
籍
帳
)
、
第
三
章
古
代
籍
帳
制
度
の
完
成
と
崩
媛
(
一
惰

代
の
籍
帳
整
備
、
二
唐
代
の
造
籍
、
三
関
元
敦
建
籍
に
現
れ
た
検
括
の
痕

迩
、
四
天
資
敦
燈
籍
に
現
れ
た
俄
濫
傾
向
、
五
敦
爆
差
科
簿
の
推
移
|
|

丁
中
把
握
の
弛
緩
、
六
安
史
飢
後
の
籍
帳
の
媛
慶
傾
向
|
|
大
暦
四
年
敦
燈

手
賞
を
手
が
か
り
と
し
て
)
か
ら
な
る
。
こ
の
級
視
は
、
従
来
の
研
究
史
を
丁

寧
に
跡
づ
け
る
と
と
も
に
、
著
者
自
身
が
す
で
に
個
別
論
文
と
し
て
公
表
さ
れ

て
き
た
創
見
を
随
慮
に
取
入
れ
て
、
淳
い
所
へ
手
が
届
い
た
、
見
事
な
成
果
を

生
み
だ
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
三
章
の
三
、
「
関
元
教
煙
籍
に
現
れ
た
検
括

の
痕
迩
」
は
、
本
誌
第
三
十
五
巻
第
一
競
掲
載
の
「
現
存
関
元
年
開
籍
帳
の
一

考
察
」
を
踏
ま
え
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
按
配
な
の
で
あ
る
。

本
書
の
中
核
を
な
す
「
録
文
」
の
部
分
は
、
「
籍
帳
・
差
科
簿
(
一
ー
ー
七
八
〉
」

と
「
諸
種
文
書
〈
七
九
|
一
一
一
一
六
〉
」
に
大
別
さ
れ
、
前
者
は
更
に
「
敦
煙
籍

帳
(
一
|
一
五
〉
」
「
吐
魯
番
籍
帳
(
二
ハ
|
七
四
〉
」
「
差
科
簿
(
七
五
|
七
八
)
」

に
細
分
さ
れ
て
い
る
。
文
書
番
競
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
如
く
、
前
者
「
籍
帳
集

録
」
の
補
訂
治
補
の
部
分
た
る
「
籍
帳

・
差
科
簿
」
の
録
文
に
針
し
、
新
た
に

附
加
さ
れ
た
「
諸
種
文
書
」
の
録
文
の
方
が
、
お
よ
そ
三
倍
も
の
分
量
を
占
め

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
さ
き
に
本
書
が
「
籍
帳
集
録
」
の
患
な
る
改
訂
猶
補
で

は
な
い
と
述
べ
た
通
り
な
の
で
あ
る
。
前
者
の
諦
訂
増
補
の
部
た
る
「
籍
候
・

差
科
簿
」
録
文
に
つ
い
て
い
え
ば
、
敦
煙
籍
帳
が
日
勲
、
吐
魯
番
籍
帳
が
印

黙
、
差
科
簿
が
4
黙
で
あ
っ
て
、
前
者
の
集
録
に
比
べ
る
と
、
敦
爆
籍
帳
な
ど

が
ま
っ
た
く
増
加
を
み
な
い
の
に
、
吐
魯
番
籍
帳
だ
け
が

m黙
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
〈
お
そ
ら
く
今
後
も
ふ
え
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
)
。
増
加
し
た

m

黙
の
内
誇
は
、
文
書
番
競
第
一
六
・
一
九
・
二
九
の
3
黙
が
、
中
華
人
民
共
和

国
に
お
け
る
新
出
土
文
物
、
第
三
六

・
五
六
・
五
七
の
3
黙
が
ベ
ル
リ
ン
所
蔵
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で
ト
マ
ス
・
テ
ィ
ロ
氏
の
論
文
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
、
第
一
一
一
四
・
六
四

の
2
黙
は
大
阪
四
天
王
寺
の
出
口
常
順
氏
の
所
蔵
に
か
か
る
藤
枝
晃
編
『
高
田
回

残
影
』
園
版
篇
の
潟
員
に
も
と
づ
く
の
で
あ
り
、
第
二
七
・
六
三
の
2
黙
は
、

結
谷
大
風
平
岡
書
館
所
蔵
文
書
の
著
者
自
身
の
調
査
に
か
か
り
、
そ
の
う
ち
の
第

六
三
の
場
合
は
西
嶋
定
生
氏
が
す
で
に
著
録
し
て
お
ら
れ
る
が
、
第
二
七
は
今

回
初
め
て
紹
介
さ
れ
る
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
綿
密
な
史
料

蒐
集
は
、
著
者
を
措
い
て
外
に
何
人
も
な
し
え
ず
、
い
か
に
永
年
に
わ
た
る
労

苦
の
結
日
間
で
あ
る
か
を
如
寅
に
示
し
て
い
る
。

録
文
目
次
で
は
間
半
に
「
諸
種
文
書
〈
七
九
|
一
一
一
一
六
〉
」
と
一
括
さ
れ
て
い

る
部
分
は
、
巻
末
の
欧
文
目
録
に
よ
る
と
、
「
漢
代
木
簡
(
七
九
|
一
O
O
)
」

コ
局
昌
園
文
書
を
主
と
す
る
六
朝
時
代
文
書

(
一
O
一

l
一
O
八
)
」
「
初
唐
期

文
書
(
一
O
九
|
二
二
八
〉
」
「
盛
唐
期
文
書

(
一
三
九
l
二
三
九
)
」
「
敦
爆
吐

蕃
支
配
期
文
書
(
二
四
O
|
二
七
一
〉
」
「
晩
唐
・
五
代
・
初
宋
期
文
書
(
二
七

一一
!
一
二
二
ハ
〉
」
に
わ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
諸
種
文
書
の
中
に
は
、

ご
一
四
唐
〔
七
世
紀
後
半
?
〕
剣
集
」
「
一
三
四
周
長
安
三
年
(
前
)
一
二

月
括
逃
使
膝
」
「
一
五
五
唐
閲
元
二
O
年
(
叩
)
一
一
一
月
瓜
州
・
沙
州
給
石
染

典
過
所
」
「
一
六
五
唐
開
元
二
四
年
(
市
)
九
月
岐
州
廊
豚
尉
口
財
牒
剣
集
」

と
い
っ
た
、
筆
者
が
近
年
、
個
人
的
に
関
心
を
掛
っ
て
き
た
文
書
も
含
ま
れ
て

い
て
、
少
く
と
も
筆
者
に
と
っ
て
は
、
本
篇
た
る
籍
帳
録
文
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
参
考
篇
に
あ
た
る
こ
れ
ら
諸
種
文
書
の
信
頼
す
る
に
足
る
録
文
の
提
供

を
、
居
な
が
ら
に
し
て
受
け
え
た
皐
恩
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

本
書
『
中
園
古
代
籍
帳
研
究
』
は
、
よ
く
似
た
題
名
を
も
っ
、
岸
俊
男
氏
の

『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
と
封
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
特
色
を
あ
ら

わ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
五
O
O
頁
に
及
ぶ
『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
は
、

岸
氏
の
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
に
つ
づ
く
、
第
二
研
究
論
文
集
で
あ
っ

℃
、
最
後
に
八
頁
か
ら
な
る
絡
皐
な
「
現
存
古
代
籍
帳
一
覧
表
」
が
附
せ
ら
れ

て
い
る
。
日
本
史
の
場
合
に
は
、
す
で
に
『
大
日
本
古
文
書
』
『
寧
築
遺
文
』

が
編
纂

・
刊
行
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
皐
恩
の
上
に
、
こ
れ
ら
の
徽
密
な
研
究
論

文
の
積
み
重
ね
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
中
園
史
の
場
合
に
は
『
大
日

本
古
文
書
』
『
寧
梁
遺
文
』
に
該
営
す
る
文
書
集
が
な
い
た
め
、
「
現
存
中
園
古

代
籍
帳
一
覧
表
」
の
提
示
だ
け
で
は
意
味
を
な
さ
ず
、
「
概
観

・
録
文
」
と
い

う
副
題
を
添
え
た
池
田
氏
の
労
作
の
出
現
を
み
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
文
書
集

の
刊
行
に
よ
っ
て
、
南
北
朝
惰
唐
時
代
の
祉
舎
経
済
史
研
究
の
一
層
の
進
展
が

暴
界
に
課
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

本
書
の
紹
介
を
お
え
る
に
嘗
り
、
演
末
な
こ
と
な
が
ら
、
二
一
注
文
め
い
た

こ
と
を
申
し
述
べ
て
お
く
と
、
「
概
観
」
の
内
容
は
、
籍
帳
・
差
科
簿
に
か
ぎ

ら
れ
、
録
文
の
大
学
に
及
ぶ
諸
種
文
書
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
解
説
さ
れ
て
お

ら
れ
な
い
が
、
一
般
護
者
の
た
め
に
は
、
ご
く
簡
軍
に
で
も
鋤
れ
て
お
い
て
い

た
だ
き
た
か
っ
た
。
ま
た
、
仁
井
田
陸
氏
の
『
唐
令
拾
遺
』
の
利
用
に
際
し
て

は
、
附
録
に
牧
め
ら
れ
た
「
唐
令
拾
遺
採
揮
資
料
索
引
」
の
恩
恵
を
つ
ね
に
蒙

っ
て
い
る
筆
者
と
し
て
は
、
本
書
の
如
き
、
最
も
信
頼
し
う
る
史
料
集
に
は
、

所
蔵
機
関

・
登
録
番
競
順
の
簡
単
な
資
料
索
引
が
附
せ
ら
れ
て
い
た
ら
、
の
感

を
深
く
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
校
費
出
版
に
よ
る
年
度
内
刊
行
と
い
う
、

今
日
の
状
況
下
で
は
、
お
そ
ら
く
無
理
な
願
望
に
す
ぎ
ま
い
。
こ
の
よ
う
な
手

聞
の
か
か
る
書
物
を
、
年
度
内
に
完
成
・
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
封
し
、
著
者
を

は
じ
め
、
関
係
者
一
同
に
深
甚
な
敬
意
を
俸
げ
た
い
。
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九
年
三
月
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